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【’98芦屋国際ファンラン】（雨天決行）
■開会式　午前９時■メイン会場　芦屋大学総合グラウンド■申し込み
４月10日（金）までに下記へ。申込書は市役所・体育館・市民センター・
図書館・市内各郵便局にあります。■問い合わせ　日本国際ロードランナ
ーズ・クラブ　106-348-9772・9773

【凧あげ大会】（雨天中止）＜参加は自由です＞
■時間　午前10時～正午■場所　陽光公園東側広場■凧あげコンテスト
審査により表彰（先着300人に参加賞）。当日、会場で簡単な凧づくりを
することができます。（受け付けは午前９時から。先着100人）■お楽し
みコーナー　ジュース等が無料です＊当日は、「日本凧の会」による珍し
い凧が大空にあがります。■問い合わせ　環境管理課　138-2050

【写生大会】（雨天、強風の場合は中止）
■時間　午前９時～午後３時（受け付けは午後２時まで）■場所　南芦屋
浜団地・陽光緑地周辺 ■参加資格　市内の小・中学生■申し込み　申込
書を４月13日（月）までに各学校へ。（国立・私立学校に通っているかた
は、電話でご連絡ください）■賞　優秀作品は表彰、市役所ロビーに展示。
（応募者全員に参加賞）■問い合わせ　学校教育課　138-2087

【ゲートボール大会】（雨天中止）
■時間　午前９時～正午■場所　陽光公園■問い合わせ　芦屋市ゲートボ
ール協会事務局　123-0569

【南芦屋浜アートフェスティバル】
■期間　５月17日（日）まで■場所　南芦屋浜災害公営住宅（市営住宅・
県営住宅）■内容　住棟間への布および街灯へのバナー（旗）の飾りつけ
等■問い合わせ　(株)生活環境文化研究所　106-231-1741

◇ 芦屋市ホームページを開設 ◇

　今年度の表紙写真は「新・芦屋物語」。震
災以降の新たな街並みをレンズを通して紹介
します。
　今月は、４月から入居が始まった陽光町の
災害復興公営住宅からの眺望。新しい街、新
居での期待に満ちた生活が始まります。

　芦屋市のホームページを４月１日から開設します。
行政情報サービスの向上を図る「くらしのハンドブッ
ク」、震災から復興への歩みを紹介する「震災の記
録」、芦屋の恵まれた自然と豊かな文化性を盛り込ん
だ内容等をご覧ください。
アドレス：http://www.city.ashiya.hyogo.jp

問い合わせ　広報課　138-2006

演出／大森一樹（映画監督）　撮影／山口宏（写真家）　イラスト／なかにし和子

南芦屋浜北部地区まちびらき記念事業会場案内図

まちびらき記念事業を
開催します

問い合わせ　

企画財政部総務課　138-2005

４/19
（日）

南芦屋浜北部地区

　
南
芦
屋
浜
地
区
へ
の
連
絡
橋
の
「
あ
ゆ
み
橋
」
「

潮
風
大
橋
」
「
浜
風
大
橋
」
の
開
通
と
災
害
復
興
公

営
住
宅
や
公
園
緑
地
等
の
完
成
を
祝
っ
て
記
念
事
業

を
行
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
南
芦
屋
浜
の
各
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

　
の
で
、
徒
歩
ま
た
は
バ
ス
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

＊
阪
急
芦
屋
川
駅
、
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
、
阪
神
芦
屋
駅
か

　
ら
阪
急
バ
ス
「
南
芦
屋
浜
中
央
」
行
き
「
南
芦
屋

　
浜
中
央
」
停
留
所
下
車
。

人口と面積〈平成10年３月１日人口〉■住民基本台帳＋外国人登録　総数81,458／男38,019／女43,439／世帯数33,551　■推計人口　総数75,240／男34,921／女40,319／世帯数29,937〈面積〉18.57K㎡

再発見�
芦屋の自然�

　
こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
は
芦
屋
川
河
畔
の

サ
ク
ラ
も
爛
漫
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
や
は
り
日
本
人
に
と
っ
て
は
春
は
桜
か
ら

始
ま
ら
ね
ば
落
ち
着
か
ぬ
よ
う
で
す
。
そ
れ
だ

け
古
来
か
ら
私
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
き
た
花
と

い
え
ま
し
ょ
う
。�

　
と
こ
ろ
で
一
口
に
サ
ク
ラ
と
い
っ
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
、
野
生
の
基
本
種
十
種
、

自
然
交
配
に
よ
っ
て

出
来
た
二
十
種
を

ベ
ー
ス
に
三
百
か
ら

四
百
種
の
人
工
的
な

品
種
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
芦
屋

川
河
岸
を
彩
る
の
は

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
主

で
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
系
の
も
の
や
ヤ
エ
ザ
ク

ラ
な
ど
も
僅
か
に
混
じ
っ
て
い
ま
す
。
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
は
、
江
戸
時
代
末
期
、
東
京
郊
外
染
井

村
（
現
在
の
豊
島
区
駒
込
）
で
つ
く
ら
れ
た
品

種
で
明
治
時
代
に
な
り
全
国
的
に
広
ま
り
ま
し

た
。
最
初
、
吉
野
桜
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
は
吉
野
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
混
同
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
、
染
井
吉
野
と
改
名
さ
れ
ま
し

た
。
今
で
は
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
は
桜
の

代
名
詞
の
観
が
あ

り
ま
す
が
、
元
々
、

日
本
古
来
か
ら
、

人
々
に
親
し
ま
れ

て
き
た
桜
は
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
で
す
。
芦

屋
の
山
野
に
も
多

く
、
赤
み
を
帯
び

た
葉
が
花
と
同
時

に
芽
吹
く
の
で
、

（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

は
花
が
咲
い
た
後

で
葉
が
出
ま
す
）

遠
く
か
ら
で
も
す

ぐ
分
か
り
ま
す
。
「
一
目
千
本
」
と
い
わ
れ
る

吉
野
山
の
桜
も
こ
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
す
。
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
の
派
手
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

清
楚
な
美
し
さ
は
、
日
本
の
桜
の
原
点
に
ふ
さ

わ
し
い
風
格
が
あ

り
ま
す
。�

　
芦
屋
に
は
も
う

一
つ
開
森
橋
の
東

側
、
山
手
幼
稚
園

北
に
「
潮
見
桜
」

と
呼
ば
れ
て
い
る

桜
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
（
ベ
ニ
シ
ダ
レ
）

の
仲
間
で
す
。
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
は
八
十
塚

橋
バ
ス
停
の
北
に
も

見
事
な
樹
木
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に

春
を
演
出
す
る
桜
に

は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が

あ
り
ま
す
の
で
多
く
を
鑑
賞
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
桜
の
開
花
と
共
に
イ
カ
ル
や
メ
ジ
ロ
、
ウ
グ
イ

ス
等
の
春
を
告
げ
る
鳥
た
ち
の
活
動
も
目
立
ち
は

じ
め
ま
す
。
随
所

に
花
鳥
絵
巻
も
見

ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。�

芦
屋
市
環
境
づ
く

り
推
進
会
議
委
員�

　
　
古
市
　
景
一�

ソメイヨシノの花�

ソメイヨシノ（開森橋上流）�

ヤマザクラ�

潮見桜（シダレザクラ）�

芦屋川畔のイカル�

トサミズキの花に飛来した�
メジロ�

春
は
サ
ク
ラ
か
ら�

―
―
　
芦
屋
の
サ
ク
ラ
い
く
つ
か
　
―
―�

ら
ん
ま
ん�

わ
ず�

せ
い
そ�

【第25回サロンシアター
　～春にして君を思う～】
●日時…４月６日（月）13時30
分、19時●会場…山村サロン●
費用…2000円（映画のみ）●問い
合わせ…イノアート（138-7825）

【自然科学史おもしろ講座】
●日時…４月６日（月）14時～
16時●会場…市民センター217
室●講師…上原巳芳氏●問い合
わせ…フェニックス・朝日ケ丘
（134-0029）

【市民ハイキング】
●日時…４月12日（日）８時30
分阪急芦屋川駅北側●行き先…
若山神社～大閤道●費用…700
円●持ち物…昼食、雨具●問い
合わせ…大山（131-1923夜間）

【炭と塩で洗濯しよう
　～低エネ生活の提案】
●日時…４月12日（日）13時30
分～15時30分●会場…市民セン
ター301室●講師…牧野裕子氏
●費用…500円●問い合わせ…
芦屋のゴミを考える会（122-
6979夜間）

【あしや文学同好会講座募集】
第１月曜…「古今和歌集」のこ
ころ、第２金曜日…「中国史」
皇后を通してみる、第４月曜…
無村の世界、第４金曜…近松を
読む●時間…10時～11時30分●
会場…市民センター別館●費用
…１講座６カ月7800円●問い合
わせ…大塚（10798-72-3851夜間）

【芦屋熟年コーラス13周年記　
　念チャリィティコンサート】
●日時…４月12日（日）14時～
16時●会場…ルナ・ホール●費
用…500円●曲名…組曲「悠久の
かがやき」、「知床慕情」他●
問い合わせ…天野（122-6504）

【第９回アース・デー芦屋】
●日時…４月19日(日) 10時～16
時●会場…ＪＲ芦屋駅北側ペデ
ストリアンデッキ●内容…無農
薬米の販売、抽選、もちつき、
人形劇など●問い合わせ…実行
委員会（123-2066）

【アフタヌーンコンサート　in
　喜楽苑】
●日時…４月25日（土）14時開
演●会場…あしや喜楽苑●問い
合わせ…おもしろプランニング
芦屋（123-6233）

【芦屋ヤングオールド　ふれあ
　いの集い】
●日時…４月29日（祝）13時●
会場…ルナ・ホール●対象…市
内在住60歳以上のかた●内容…
あしやＹＯ倶楽部の芸能発表
「コーラス、創作劇、合唱、な
んきん玉すだれ、ソプラノ独唱、
親子ピアノ演奏等」、芦屋市民
民踊協会「貝殻節、新ちゃっき
り節」、女性部謡曲教室「百
萬」●問い合わせ…西川（123-
5367）

【アースデー  in  あしや映画会
　おたまじゃくしとクジラ】
●日時…４月29日(祝) 10時、13
時開場（２部）●会場…三田谷
治療教育院●申し込み…往復は

防
災
訓
練
を
実
施

屋
に
住
む
者
と
し
て
は
さ
わ
や
か
な
春
の

風
の
訪
れ
を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

　
私
の
住
ん
で
い
る
自
治
会
で
は
、
こ
の

度
全
国
春
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

て
消
防
署
の
協
力
を
得
て
高
浜
分
署
と
合

同
で
消
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
従
来
の
訓
練
で
は
、
「
社
宅
の
四
階
か

ら
出
火
延
焼
拡
大
の
恐
れ
が
あ
り
一
人
が

煙
に
ま
か
れ
逃
げ
遅
れ
た
」
と
の
想
定
の

も
と
で
実
施
し
火
災
発
生
か
ら
通
報
・
避

難
・
誘
導
等
一
連
の
流
れ
の
中
で
総
合
訓

練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
設
消
防
隊
が
、
赤
色
灯
を
点
灯
・
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
到
着
、
た
だ
ち
に
救
助

隊
員
二
人
が
空
気
呼
吸
器
を
装
着
し
救
助

に
向
か
い
、
救
急
隊
員
は
人
工
呼
吸
を

行
っ
た
。
消
防
隊
が
ポ
ン
プ
車
か
ら
放
水

を
実
施
し
消
火
に
あ
た
り
ま
し
た
。
自
治

会
員
一
人
ひ
と
り
の
表
情
も
真
剣
そ
の
も

の
で
、
時
折
突
風
が
吹
く
な
か
無
事
訓
練

を
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
高
浜
分
署
長
か
ら
訓
練
の
成
果
と
し
て
、

消
火
の
基
本
は
〝
早
く
通
報
〞
〝
早
く
消

　
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
三
条
が

主
催
し
た
映
画
「
住
民
が
選
択
し
た
町
の

福
祉
」
を
見
に
い
き
ま
し
た
。
秋
田
県
の

人
口
二
万
三
千
人
の
鷹
巣
町
で
「
福
祉
の

町
づ
く
り
」
を
掲
げ
た
若
い
町
長
が
、
議

会
で
何
度
も
否
決
さ
れ
な
が
ら
、
住
民
の

強
い
団
結
に
よ
り
福
祉
施
設
の
建
設
が
出

来
る
よ
う
に
な
る
迄
を
記
録
し
た
映
画
で

し
た
。

　
こ
の
町
の
住
民
の
福
祉
に
対
す
る
自
覚

は
素
晴
ら
し
く
、
「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
を
作
り
自
分
達
に
出
来
る
こ
と
は
何

で
も
進
ん
で
行
動
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た

投
票
率
も
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
と
高
い
の

に
驚
き
で
し
た
。
住
民
が
選
ん
だ
議
員
の

責
任
の
重
さ
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
る
も
の

で
、
ぜ
ひ
多
く
の
か
た
に
見
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
上
映
に
ご

尽
力
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
震
災
で
市
民
の
誰
も
が
将
来
へ
の
見
込

み
が
立
た
な
い
い
ら
だ
ち
を
感
じ
て
い
る

と
き
、
大
森
監
督
の
言
動
を
時
折
ニ
ュ
ー

ス
で
見
聞
し
、
お
お
い
に
励
ま
さ
れ
た
も

の
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
発
刊
さ
れ
た
『
震

災
フ
ァ
ミ
リ
ー
』
を
読
ん
で
何
か
さ
わ
や

か
な
風
の
中
に
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
こ
ん
な
感
想
は
他
の
震
災
体
験
の

書
物
で
は
味
わ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
震
災
報
告
の
中
に
あ
る
手
書
き
の
広
報

紙
は
、
あ
の
時
に
一
瞬
の
内
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
さ
せ
ら
れ
、
不
自
由
な
避
難
所
生

活
、
余
震
へ
の
恐
怖
も
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
思
い
出
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
本
に
は
単
な
る
体
験
談

だ
け
で
な
い
深
み
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
本
文
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
お
や
オ

ヤ
日
記
」
が
他
の
文
章
と
、
と
っ
て
も
良

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。

　
こ
の
本
は
〝
家
族
エ
ッ
セ
イ
〞
で
す
。

震
災
・
マ
ン
シ
ョ
ン
復
興
、
そ
し
て
監
督

業
と
震
災
以
降
大
森
監
督
の
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
に
は
物
凄
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
根
底
に
は
家
族
が
あ
り
、
監
督
が

愛
し
た
芦
屋
が
あ
り
ま
す
。

　
家
族
を
愛
し
、
芦
屋
を
愛
し
て
い
た
か

ら
こ
の
ま
ち
に
と
ど
ま
り
、
そ
し
て
復
興

に
力
を
尽
く
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
と
、
芦

映
画
会
に
参
加
し
て

防災訓練の様子

す
〞
〝
早
く
逃
げ
る
〞
の
三
原
則
が
大
切

で
あ
る
等
の
指
導
が
あ
り
、
総
合
訓
練
が

初
め
て
と
は
思
え
な
い
節
度
あ
る
態
度
で

取
り
組
ん
で
い
た
と
の
講
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
訓
練
を
通
し
て
初
期
消
火
の
重
要
性
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
火
災
の
原
因
を
自
分

た
ち
が
作
ら
な
い
未
然
防
止
が
大
切
だ
と

痛
感
し
ま
し
た
。
　

『
つ
け
た
火
は
ち
ゃ
ん
と
消
す
ま
で
あ
な

た
の
火
』

『
震
災
フ
ァ
ミ
リ
ー
』
を
読
ん
で

東
芦
屋
町
　
西
村
　
隆

呉
川
町
　
前
田
　
晴
美

大
東
町
　
森
内
　
良
夫

がきで下記まで●問い合わせ…
田中道子（〒659-0095　東芦屋
町14-3　122-6979夜間）

【フリーマーケット】
●日時…４月29日（祝）10時～
15時●会場…ラ・モール芦屋ア
トリウム●内容…子供服、日用
雑貨●問い合わせ…サークル３
匹の子ぶた（138-1843）

【地球交響曲　ガイアシンフ
　ォニー第三番】
●日時…５月９日（土）13時～
16時●会場…ルナ・ホール●費
用…1300円（前売り）●問い合
わせ…スタジオ・デルフィ
（122-2852　17時まで）

【芦屋みどり福祉作業所10周年
　紙ふうせんコンサート】
●日時…５月10日（日）●会場
…ルナ・ホール●費用…一般
2500円、障害者・中学生以下
1500円●連絡先…みどり福祉作
業所（1･FAX31-4001）

【気功と落語のいい関係】
●日時…５月16日(土) 13時30分
開場●会場…ルナ・ホール●出
演…観月環氏、桂小米朝氏●演
出…河内厚郎氏●費用…2000円
（当日）●問い合わせ…実行委
員会事務局（132-8876）

【俳句の手ほどき～芦甲会】
●日時…毎月第４金曜日13時30
分～●会場…市民センター403室
●講師…山口甲村氏●費用…月
1000円●問い合わせ…芦屋文化
友の会（132-0856）

消
防
署
と
合
同
で

大
森
一
樹
著
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動
物
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日
時
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上
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。
　

こちら消費生活センターです

　入庫の際に
一時使用の料
金を自転車駐
車場の受付で
前納していた
だきますが、
出庫の際「来
庁者一時利用
駐車券」に用
務先の受付印
がありました
らお返しいた
します。

┃臨時職員
●職種…救急当直・外来看護婦●資格…
看護婦（准看護婦）免許を有する者●年
齢…45歳まで●給与…救急11200円／１
回、外来時給1240円～1710円●問い合わ
せ…芦屋病院総務課管理係（131-2156）

┃女性センターからのお知らせ
＜女性週間資料展＞
●日時・内容…①４月13日（月）～20日
（月）「メディアにみる女性」「映画に
みる女性」「女性にやさしい広告コンテ
スト」受賞作②４月21日（火）～30日
（木）「先駆者たちの肖像」●会場…女
性センター
＜ワープロ３級講習受講生募集＞
●会場…女性センター●日時…５月15日
～６月19日の月・火・木・金曜日（全21
日間）10時～16時●定員…25人（申し込
み多数の場合は抽選）●応募資格…再就
職を希望し、現在求職活動中の女性で、
講習期間全日出席できるかた（県内在
住）。ただし、次のかたは対象外。①就
職しているかた（自営を含む）②学生新
卒者・就職意思のないかた③有資格者●
受講料…無料（教材費は自己負担）●申
込方法…４月15日（水）に本人が直接、
女性センターまでお越しください。結果
連絡用の官製はがき（宛先に住所・氏名
記入）を持参。●受付日…４月15日（水）
10時～15時
　いずれも問い合わせは、女性センター
（138-2023）へ。

┃ねこの引き取り日の変更
●日時…４月22日（水）９時30分～10時
●場所…市役所南館玄関横●費用…①生
後91日以上のねこ、１匹につき1700円、
②生後90日以下のねこ、10匹までごと
1700円③飼い主のない拾得ねこは無料●
問い合わせ…環境管理課（138-2050）

┃法律相談は４月から週１回になります
●日時…毎週木曜日13時～16時（１人30
分）●定員…６人●会場…コミュニティ
課市民相談室（市役所南館地下１階）●
申し込み…その週の月曜日９時から電話
で予約●問い合わせ…コミュニティ課
（138-2007）

┃福祉課障害福祉係からのお知らせ
　身体障害者福祉法施行令が一部改正さ
れ、下記の障害のあるかたも身体障害者
の対象になりました。
●対象…ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩ
Ｖ）により免疫の機能に障害のあるかた

者の生計を維持する人の年間所得が基準額
以下●締め切り…４月30日（木）●申請方
法…市内の公立高校に在学している人は各
学校へ。その他の人は教育委員会総務課へ
●問い合わせ…教育委員会総務課（138-
2085）

┃生涯学習課からのお知らせ
＜のびのびパスポートの配布＞
　市内に住む小学生に市内および神戸市等
の教育施設へ無料で入館できる「のびのび
パスポート」を配布します。
●利用できる日…日曜、祝日、第２・第４
土曜日、春・夏・冬休み●配布方法…新学
期に学校で配布。市外の学校に通う小学生
は下記へ連絡してください。郵送します。
＜芦屋市スポーツ賞の表彰＞
①平成９年度中（平成９年４月１日～平成
10年３月31日）に県大会以上の公認スポー
ツ大会で３位以上の成績を収めたかた②ス
ポーツ振興に顕著な功績のあったかた（推
薦してください）を表彰します。締め切り
は、４月10日（金）です。
　いずれも問い合わせは、生涯学習課
（138-2091）へ。

┃図書館からのお知らせ
＜子どもおはなしの会・絵本の会＞
●日時…毎週土曜日、14時～15時●会場…
図書館おはなしのへや、よみきかせのへや
●対象…３歳～小学生中心
＜金曜シネサロン＞
●日時…毎週金曜日、13時30分～●会場…
図書館集会室●内容…３日「プラトーン」
10日「ミッション」17日「ビッグ」24日
「青春の輝き」
　いずれも問い合わせは、図書館（131-
2301）へ。

┃「源氏物語講座」受講者募集
●日時…4月27日(月)午前10時から、毎月第
４月曜日計６回●会場…芦屋市民センター
●受講料…3000円(６回分)●講師…京都橘
女子大教授・鈴木紀子氏●定員…100人●
問い合わせ…谷崎潤一郎記念館（1 2 3 -
5852）

┃トワイライトコンサート～馬頭琴の演奏
●日時…４月17日（金）18時～19時●会場
…ラ・モール芦屋アトリウム（ＪＲ芦屋駅
北口から東へ徒歩３分）●演奏者…シンバ
ヤル氏●定員…100人●問い合わせ…国際
交流協会（134-6340）

┃社会福祉協議会からのお知らせ
＜高齢者こころの相談・健康相談＞
●日時…４月８日（水）、４月20日（月）
14時～16時●会場…福祉会館
＜お茶のみ友達相談＞
●日時…４月18日（土）９時30分～11時30
分●会場…福祉会館●対象…男性60歳、女
性55歳以上の独身のかた
＜第50回高齢者「会食懇談会」＞
●日時…４月23日（木）12時～●会場…老
人福祉会館●対象…市内70歳以上のかた●
会費…500円●定員…50人●申し込み…４
月８日（水）から下記へ
＜高齢者体操学級＞
●日時…５月１日から翌年３月までの毎週
金曜日、10時～11時30分●会場…老人福祉

募　　　集

お   し   ら   せ

●適用…４月１日から
＜身体障害者移動相談＞
●日時…４月24日（金）９時30分～●会
場…西宮市総合福祉センター●対象…身
体障害者手帳所持の肢体不自由者
　いずれも申請および問い合わせは、福
祉課障害福祉係（138-2043）へ。

┃児童センターの催し
＜親子自然教室＞
　休日に年５回、野外で植物や昆虫など
の観察・採集を行い、自然とのふれあい
を楽しみます。
●対象…小学生と保護者●定員…30組●
参加費…無料（交通費等一部負担有り）
＜小学生トランポリン教室＞
　トランポリンを楽しみながら、スポー
ツの基礎体力を育てます。
●日時…４月から月３回月曜日（全30
回）15時15分～16時45分●会場…上宮川
文化センター・ホール●対象…小学１年
生●募集人数…７人
＜親子トランポビクス教室＞
　音楽に合わせてジョグ（器具）の上で
楽しく体を動かします。
●日時…４月から月３回火曜日（全20回）
①14時～15時②15時15分～16時15分●会
場…上宮川文化センター・ホール●対象
…３歳児（1994年４月２日以降生まれ）
と保護者●募集人数…親子24組
　以上の申し込みは、官製はがきに住所、
氏名、年令（学年）、教室名（１教室に
つき１枚）、希望クラスを記入し下記へ
郵送（４月６日の消印まで有効）。応募
者多数の場合は抽選になります。
＜ひよこひろば＞
　遊具を使って親子で自由に遊びます。
●日時…４月23日、30日（木）14時30分
～15時30分●会場…上宮川文化センター
遊戯室●対象…１歳半～２歳児と保護者
●定員…16組●申し込み…当日９時30分
から電話で。
＜親子ひろば募集＞
●日時…５月から週２回（10時～11時30
分）●会場…上宮川文化センター・ホー
ル●内容…親子での遊戯●対象…３歳児
（1994年４月２日以降生まれ）と保護者
●定員…3 2 組●説明会…４月９日
（木）・10日（金）10時30分～11時15分
　いずれも問い合わせは、児童センター
（122-9229）へ。

┃携帯電話からの119番通報について
　４月１日から、市内から携帯電話で119
番通報された場合、尼崎市消防局を経由
して芦屋市消防本部につながります。場
所によっては、神戸市消防局を経由する
場合もあります。通報の際は、携帯電話
や自動車電話からであることの告知、発
生場所の確認などに留意してください。
　問い合わせは、消防本部（132-2345）へ。

┃市奨学金申請の受け付け
　平成10年度の申請を受け付けます。
●資格…経済的な理由により修学が困難
で次の要件を満たしている人①高等学校、
高等専門学校、大学または盲学校、ろう
学校、養護学校、あるいはこれに準ずる
学校の高等部に在学していること②申請
者の生計を維持する人が市内在住③申請

会館●対象…市内60歳以上で初めて受講
のかた●定員…40人●費用…1000円●申
し込み…４月15日（水）10時から、印鑑
持参で来所してください
＜知的障害者レクリエーション＞
●期間…４月20日から12月までの月１回
月曜日（全９回）13時30分～15時30分●
会場…市民センター音楽室●対象…療育
手帳所持者●定員…40人●費用…500円●
申し込み…４月６日（月）から
　いずれも問合わせは、社会福祉協議会
（132-7530）へ。

┃都市整備公社みどりの課からのお知らせ
＜ベゴニアのワイヤーバスケット講習会＞
●日時…４月15日（水）13時30分～15時
30分●会場…緑の相談所●講師…緑の相
談員●費用…2500円●定員…15人●締め
切り…４月10日（金）
＜押し花「ミニ色紙の壁掛け」講習会＞
●日時…４月23日（木）10時～12時●会
場…緑の相談所●講師…小森雅子氏●費
用…900円●定員…15人●締め切り…４月
16日（木）
＜ランの株分け講習会＞
●日時…４月24日（金）13時30分～15時
30分●会場…緑の相談所●講師…緑の相
談員●費用…500円（土代として）●定員
…15人●締め切り…４月20日（月）
　いずれも問い合わせは、都市整備公社
みどりの課（138-2103）へ。

┃「新産業創造プログラム」参加事　
┃業者募集
　新製品・新サービスの研究開発や事業
化を目指す企業・希望者等を、補助金・
融資により支援します。申し込みは５月
15日（金）までに下記へ。詳しい内容は
下記へ問い合わせてください。
　問い合わせは、県商工部新産業創造課
（1078-341-7711内線3664）へ。

２／10～３／９　　　　　　（敬称略）
保険福祉部総務課取り扱い分
〔社会福祉のために〕
●100万円、大田博文●10万8691円、芦屋
カンツリー倶楽部ｘ会
〔震災遺児のために〕
●１万９000円、芦屋児童美術教育研究会
公園緑地課取り扱い分
●イロハモミジ55本植樹工事共、自治環
境協議会●ウメ６本植樹工事共、中央公
園仮設住宅住民有志一同●アラカシ４本
コナラ３本他20万円相当額、長崎県佐世
保市●アメリカフウ17本クスノキ16本他
100万円相当額、岩手県二戸郡一戸町●ア
メリカフウ９本クスノキ８本他50万円相
当額、島根県松江市
社会福祉協議会取り扱い分
●20万円、匿名
ハートフル福祉公社取り扱い分
●２万円、匿名●１万円、匿名●5000
円、匿名●10万円、匿名

問い合わせ　体育館・青少年センター  131-8228

　卓球やバドミントンで競技場を個人利用していただけるよう、競技
場の開放日を月に１日設けます。実施日時は月によって変わりますの
で、毎月の広報をご覧のうえ利用してください。
日　　時　４月11日（土）午前10時～午後２時30分
種　　目　卓球、バドミントン（ラケット等は準備しています）
利用時間　１時間（待機者のない場合は延長可）
利用方法　当日、体育館窓口で受け付け
対　　象　市内在住、在学、在勤の18歳以下の青少年および保護者　
　　　　　（小学校３年生以下の児童は保護者同伴）
費　　用　無料（上靴は持参してください）

◇ 体育館・青少年センター競技場を無料開放 ◇ ◇ 山野草展示会 ◇
～山野草は園芸の原点～

問い合わせ　都市整備公社みどりの課　138-2103

　山野草に関する園芸相談を開設
します。また、日本ではあまり見
られない海外の山野に生える植物
を展示します。ご自由にお越しく
ださい。

　これまで毎月第１・３月曜
日にラポルテ市民サービスコ
ーナーで午後１時から３時ま
で緑の相談を開設していまし
たが、４月１日からは、第１
・３月曜日に都市整備公社緑
の相談所で午前９時から正午
まで開設し、グリーンインテ
リアを中心に女性相談員が相
談をお受けします。

緑の相談所の変更

ラポルテ市民サービスコーナーは、
ラポルテ本館休館日のため、４月９
日（木）と16日（木）は休業します

寄　　　付

日　時　４月17日（金）午前11時～午後５時
18日（土）午前９時～午後５時
19日（日）午前９時～午後３時

会　場　市民センター301室

ＴＡＴＡＭＩサロン
　　　小槌寄席〈落語会〉

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
要
注
意
！

＝
学
習
教
材
の
訪
問
販
売
＝

　国民年金保険料は、一定期間（２年分まで）の前納制度があります。前納しますと保険
料が安くなるだけでなく、納め忘れがなく安心です。未納のままですと年金額が減った
り、もしもの時に年金が受けられないことがあります。

問い合わせ　保険年金課年金係　138-2036

国民年金保険料の
納め忘れにご注意ください！

＊保険料納付に困られたときは！

　病気・ケガ・失業等、経済的に保険料の支払
いが困難なときは、保険料を免除する制度があ
ります。お早めにご相談ください。

＊国民年金の受給者のかたへ

　４月から、国民年金の年金額が物価スライドしてあがります。
＊就職されたかたへ

　就職されたときは、勤務先へ「年金手帳」や「基礎年金番号通知書」を提出してくださ
い。口座振込で国民年金保険料を納付されている時は、口座停止の必要がありますので年金
係までお知らせください。

＊前納・口座振替をご利用のかたに抽選でプレゼント！

応募資格　　Ａ：10年度保険料を１年分前納されたかた。Ｂ：口座振替をご利用のかた
プレゼント　①国民年金保養センター宿泊券…20組　②テレホンカード…100人
応募方法　　基礎年金番号・ＡＢの該当番号・住所・氏名・生年月日・電話番号・年金制

度へのご意見等を記入のうえ下記へ
あて先   　　県福祉部年金指導課｢ガンバッテ国民年金」キャンペーン係
　　　　　　（〒650-8567　神戸市中央区下山手通5-10-1　1078-362-3225）

国民年金保険料
（４月分）の納期は
４月30日までです

犬
の
業
務
の
窓
口
が

　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

■
持
参
す
る
も
の

・
通
知
は
が
き
（
犬
を
登
録
し
た
か
た
に
送

付
し
て
い
ま
す
）

■
費
用
（
一
頭
に
つ
き
）

・
登
録
済
み
の
犬
…
三
千
二
百
円

・
注
射
と
新
規
登
録
の
犬
…
六
千
二
百
円

■
注
意
事
項

・
注
射
の
前
に
は
、
犬
の
健
康
状
態
を
必
ず

　
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
以
前
に
予
防
注
射
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
や

　
け
い
れ
ん
発
作
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る

犬
、
老
犬
（
十
歳
以
上
）
、
妊
娠
犬
、
攻
撃

狂犬病予防注射と犬の新規登録のお知らせ
問い合わせ　環境管理課　138-2050

４
月
１
日(

水)

か
ら

市内の動物病院

フジタ動物病院
ブル動物病院
芦屋動物病院
飯盛動物病院
野口動物病院

松ノ内町３-23 131-6500
茶屋之町４-11 123-5655
打出小槌町９-１ 122-3961
南宮町12-24 138-5554
東山町２-６ 132-1551

　
こ
れ
ま
で
芦
屋
保
健
所
で
行
っ
て
き
た

①
犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

の
相
談

②
犬
の
引
き
取
り

③
犬
等
に
関
わ
る
苦
情
・
相
談
の
受
け
付
け

の
業
務
は
、
尼
崎
市
内
に
オ
ー
プ
ン
す
る

「
兵
庫
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
1
０
６
―

４
３
２
―

４
５
９
９
）
」
で
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
「
犬
の
登
録
に
関
わ
る
業
務
」
、

「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
」
に
つ
い

て
は
、
環
境
管
理
課
で
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
検
査
料
助
成
の
お
知
ら
せ

●
助
成
内
容

　
芦
屋
病
院
一
日
人
間
ド
ッ
ク
検
査
料
の
七

割
を
市
が
負
担
し
ま
す
。
（
検
査
料
三
万
八

千
円
の
う
ち
、
個
人
の
負
担
額
は
一
万
一
千

四
百
円
と
な
り
ま
す
。
）

●
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
か
た

①
申
請
時
に
一
年
以
上
継
続
し
て
芦
屋
市
の

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
か
た

②
受
診
年
度
の
四
月
一
日
現
在
の
年
齢
が
三

十
五
歳
以
上
（
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日

以
前
生
ま
れ
）
の
か
た

③
申
請
時
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
か
た

④
同
一
年
度
内
に
お
い
て
、
本
制
度
の
助
成

を
受
け
て
い
な
い
か
た

●
検
査
機
関
・
検
査
日
等

　
芦
屋
病
院
が
実
施
す
る
一
日
人
間
ド
ッ
ク

検
査
日
　
十
月
二
日
〜

　
　
　
　
平
成
十
一
年
三
月
二
十
九
日

　
　
　
（
月
、
金
曜
日
で
休
日
は
除
く
）

定
　
員
　
二
百
人
程
度

　
　
　
（
月
、
金
曜
日
各
四
人
ま
で)

受
付
日
　
九
月
一
日
〜

　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

コ
ー
ス
で
、
申
し
込
み
時
に
希
望
の
検
査
日

を
病
院
と
調
整
し
て
決
定
し
ま
す
。

　問い合わせ　管財課（管財担当）138-2013

　自転車またはバイク（50cc以下）で市役所に来られたかた
のために、阪神芦屋駅南自転車駐車場（下図）内に「来庁者
コーナー」を設けておりますのでご利用ください。

来庁者用の自転車駐車場のお知らせ

検
査
日
　
四
月
三
日
〜
九
月
二
十
八
日

　
　
　
（
月
、
金
曜
日
で
休
日
は
除
く
）

定
　
員
　
二
百
人
程
度

　
　
　
（
月
、
金
曜
日
各
四
人
ま
で)

受
付
日
　
四
月
一
日
〜

　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

実施日 会　　場 時　間

４月
13日
（月）

呉川公園
西浜公園
東浜公園
大東公園

14日
（火）

山芦屋町12（中山邸西側）
三条公園
津知公園

15日
（水）

岩園保育所東側
芦屋病院西口バス停前
東芦屋公園
阿保親王塚南側

16日
（木）

奥池ハイランドバス停前
奥池バス停前
山手幼稚園北側

午後１時40分～２時10分
午後２時30分～３時
午後３時10分～３時40分
午後４時～４時20分

午後１時40分～２時10分
午後２時30分～３時
午後３時20分～３時50分

午後１時40分～２時10分
午後２時25分～２時55分
午後３時10分～３時40分
午後３時55分～４時20分

午後１時40分～２時10分
午後２時20分～２時50分
午後３時10分～３時40分

日　時　４月11日（土）
　　　　午後６時30分～８時
会　場　市民センター別館  老人福祉会館
出　演　桂春団治一門会
定　員　100 人（申し込み不要・無料）
演　目　子ほめ（桂壱之輔）
　　　　短命（桂福車）
　　　　アルカトラズ病院（桂小春）
　　　　たちぎれ線香（桂春之輔）
問い合わせ　公民館  　135-0700

　
必
要
な
説
明
が
な
い
、
契
約
時
の
説
明
が
事
実
と
違

う
、
何
年
分
も
の
多
量
な
教
材
を
一
度
に
買
わ
さ
れ
る

な
ど
、
学
習
教
材
販
売
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
過
大
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
で
、
子
ど
も

も
巻
き
込
ん
で
長
時
間
執
拗
に
契
約
を
迫
り
、
契
約
に

至
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
契
約
す
る
時
に
は
、
教
材
内
容
と
量
、
契
約
金
額
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
が
契
約
書
に
き
ち
ん
と
記
載
さ
れ

て
い
る
か
、
ま
た
子
ど
も
に
合
っ
た
も
の
か
、
長
続
き

す
る
か
、
本
人
の
意
志
は
ど
う
か
な
ど
を
確
認
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
万
一
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
乗
せ
ら
れ

て
契
約
し
て
し
ま
っ
て
も
、
契
約
後
八
日
以
内
で
あ
れ

ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
ま
す
。
少
し
過
ぎ
て
い
て
も

売
り
方
等
で
納
得
で
き
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

芦
屋
病
院
で
、
一
般
（
検
査
料
助
成
の
な
い

人
）
の
受
け
付
け
が
あ
れ
ば
、
そ
の
検
査
日

の
定
員
は
減
員
さ
れ
ま
す
。

●
検
査
項
目

　
身
体
測
定
、
呼
吸
器
検
査
、
循
環
機
能
検

査
、
高
脂
血
症
検
査
、
腎
機
能
検
査
、
消
化

器
系
検
査
、
糖
尿
病
検
査
、
肝
・
胆
・
す
い

臓
機
能
検
査
、
血
液
検
査
、
血
清
検
査
、
外

科
、
婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
（
女
性

の
み
対
象
の
項
目
を
含
む
）

●
申
し
込
み
時
に
必
要
な
物

　
国
民
健
康
保
険
証
、
医
療
受
給
者
証
（
交

付
さ
れ
て
い
る
か
た
の
み
）
、
印
鑑

●
申
し
込
み
方
法

　
来
庁
の
う
え
、
保
険
年
金
課
保
険
係
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課
保
険
係
　
1
#8 

２
０
３
５

10年度分 10/4～12/3月分
毎月納付
前　　納
割 引 額

159,600円
155,750円
3,850円

327,600円
311,150円
16,450円

経済課内　138-2034

〔
事
例
１
〕
訪
問
販
売
で
中
学
一
年
の
子

ど
も
の
学
習
教
材
を
契
約
し
た
。
教
科
書

に
合
っ
た
内
容
で
、
や
る
気
を
起
こ
さ
せ

成
績
が
上
が
る
と
言
わ
れ
た
が
、
三
年
間

分
の
教
材
が
ダ
ン
ボ
ー
ル
三
箱
で
一
度
に

届
き
、
気
が
遠
く
な
っ
た
。
そ
の
上
教
材

で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
電
話
で

学
習
指
導
を
す
る
と
約
束
し
た
の
に
、
何

度
電
話
を
か
け
て
も
担
当
者
が
い
な
い
。

や
る
気
を
無
く
し
た
の
で
解
約
し
た
い
。

〔
事
例
２
〕
家
庭
教
師
の
派
遣
と
併
用
す
る
と
希
望
の

学
校
へ
必
ず
行
け
る
と
言
わ
れ
て
高
額
な
契
約
を
し
た

が
、
家
庭
教
師
が
な
か
な
か
来
て
く
れ
な
い
。
ま
た
、

家
庭
教
師
が
教
材
を
使
用
し
な
い
。



健�康�カ�レ�ン�ダ�ー�4/1s5/5
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内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

ツベルクリン反応検査�
ツ反判定・BCG接種�
�

母親学級�
　（予約制）�

貧血検査�

健康チェック�
（予約制）�

栄養相談（予約制）� 28日9:30～11:30（無料）�

健康相談�

歯の無料相談と健診�

1日13:30～16:00�
15日10:00～14:00

前期�

妊婦健康相談（予約制）�3日9:30～10:30

1歳児健康診査�

4カ月児健康診査�

委託医療機関で実施�（無料）�

5月分予約受付中�
9:15～�

35歳以上（成人病予防11�
項目5500円）�

15日13:00～14:30

H8.9.16～H8.10.15�
生まれ無料�

H6.12.1～31生まれ�
無料�

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

8･22日�
13:00～14:00�
場所  保健所�

H9.12.1～15生まれ�
H9.12.16～31生まれ�
無料�

1歳6カ月児健康診査�

3歳児健康診査�

16日13:00～14:00�
場所  保健センター�

2日13:00～14:00�
場所  保健所�

3日�
9:30～10:30

16歳以上→胸部X線・血�
圧・検尿（無料）40歳以上�
→前記の他 心電図・採血�
（絶飲絶食400円）�

16歳以上（130円）�

成人を対象に医師による�
相談（無料）�

胃がん検診（予約制）�

7･21日�
13:00～15:00

子宮（頸部）がん検診�
乳がん検診�

30歳以上。子宮がん（1000�
円）乳がん（400円）�

随時（医療機関で診�
療時間内の午前中）�

大腸がん検診� 40歳以上（800円）、採便容�
器を渡し、とり方の説明�

受付随時。提出日：7･14･�
21･28日午前中�

2･6･9･16･20･23日�
27･30 日 9:15～10:30

35歳以上（1000円）�

歯科医師会館（無料）�

３ヵ月～４歳未満児（母�
子健康手帳、申し込み書�
・体温計持参）無料�

前期、母子健康手帳持参�
テキスト代500円�
調理実習材料費650円�

助産婦による相談�

育児相談� 20日9:30～11:00
主に乳児、母子健康手帳持参�
身体計測子育て相談無料�

なかよし育児教室�
（予約制）�

21日9:45～11:30
6～7カ月児�
母子健康手帳持参 無料�

新生児訪問指導� 随時� 第1子のみ出生連絡票返送者�

アレルギー相談（予約制）�27日 9:30～11:30 アトピー性皮膚炎等の相談�

在宅寝たきり者�
訪問指導�

在宅寝たきり者歯科�
訪問指導�

市民健診�
（肺がん検診40歳以上）�

在宅で40歳以上の寝たき�
り、準ずるかた（無料）�

在宅で60歳以上の寝たき�
り、準ずるかた（無料）�

随時、�
保健センターに�
お申し込みください�

保健センター�

国道２号線業平橋東へ150m

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

乳幼児歯みがき教室�
0～6歳児。歯ブラシ・コッ�
プ・母子健康手帳持参�

16日�
13:00～13:30

歯科保健相談�
乳幼児、妊産婦、一般、高�
齢者の義歯等健診と相談�

3歳児心の健診�
満3歳児�
しつけ子育て相談�

14･21･28日�
9:00～10:45

こども心の相談�
（予約制）�

ことばの遅れ、しつけ相�
談（児童精神科専門医）�

14日�
13:30～14:30

療育相談（予約制）�
子どもの発達について、�
専門医による相談�

一般健康相談（予約制）�
有料。診察  尿･血液検査･�
X線･心電図･HIV検査ほか�
（事業所検診は申込制）�

芦屋保健所�

13日�
15日�
13:30～14:30

市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）�

13日�
13:30～14:30

10･17･／ 日�
13:00～14:00

16日�
13:30～14:15

内　　　容� 日　　時� 対象・経費・その他�

老人の痴呆、不眠等相談�
（専門医と保健婦）�

心の相談（予約制）�
うつ、ノイローゼ、不眠、�
アルコール等専門医の相談�

28日�
13:30～14:30

精神障害者家族教室�

アルコール問題に悩んで�
いる家族（要事前連絡）�

10日�
10:00～12:00

今月はありません�

アルコール依存症�
家族会�

あじさいの会（痴呆性�
老人家族会）�

おとしより心の相談�
（予約制）�

介護者の交流会�
託老希望のかたは要事前連絡�

20日�
13:30～15:30

検便（赤痢、Ｏ-157等）�
水質検査�

有料。特殊項目水質検査�
などは第1・3月曜日�

毎週月・火・水曜日�
9:00～12:00

1日�
13:30～14:30

5
1

◯集団接種は保健センターで行います。日程は広報でお知らせします。◯個別接種は市内予防接種受託医療機関で受けて
ください。申込書は医療機関にあります。必ず母子健康手帳を持って行きましょう。◯市外の学校園に通学、通園されて
いる方も受託医療機関で受けてください。◯三種混合は、ジフテリア、破傷風、百日咳。二種混合は、ジフテリア、破傷
風です。�

芦屋市の予防接種のご案内�
接種方法�

集団接種�

個別接種�

接種名�
ポリオ� 生後3～90カ月� 生後3～18カ月� 2回�

�
6週以上� 5月，11月�

3～8週� 通年�

1～4週� 通年�

通年�

ツ反・BCG 生後3～48カ月� 生後3～12カ月� 1回� 年7回�
1期初回　生後3～90カ月�
1期初回　生後3～90カ月�

生後6～12カ月�
1期初回接種後12～18カ月�

3回�
1回�三種混合�

二種混合� 11～12歳� 小学校6年生� 1回�
はしか� 生後12～90カ月� 生後12～24カ月� 1回�

通年�
通年�

日本脳炎�
1期初回　生後6～90カ月�
1期追加　1期初回終了後1年�
2期　　　9～12歳�
3期　　　14～15歳�

3歳�
4歳�
小学校4年生�
中学校3年生�

2回�
1回�
1回�
1回�

風しん� 生後12～90カ月�
12～15歳�

生後12～36カ月�
中学校3年生�

1回�
1回�

接種対象年齢� 標準的接種年齢� 回数� 間隔� 接種月�

問い合わせは、保健センターへ�

市民センター�

国道２号線�

交　番�
公　園�

保健センター�
駐車場�

教　会�

税務署�
芦屋警察�

芦屋市医師会�
医療センターa休日応急診療所(1階)

阪神芦屋駅�

郵便局�

●
業
平
橋
バ
ス
停�

芦
　
　
屋
　
　
川�

●内科・小児科　９：００～１７：００

　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２

（芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）

●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１

４/５日　楠瀬歯科医院 山手町30-15
1２３－０５５５

４/12日　小寺歯科医院 潮見町7-3
1３２－３８３６

４/19日　聖愛歯科医院 春日町1-11
1３２－０３５６

４/26日　杉井歯科 岩園町1-7　3階
1２１－２５２５

４/29日　高田診療所 浜町10-5
1３１－２２２９

５/３日　あらまき歯科医院 川西町15-20
1３４－６４８３

夜間在宅輪番
●時間…夜間（毎日）21時～翌7時
●問い合わせ…消防本部（132-2345）

耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
●診療日…日曜・祝日、9時～16時
●場所…尼崎医療センター
　　　　（尼崎市水堂町3-15-20　106-436-8701）

広報あしや●1998年（平成10年）4月 1日号　No. 745
63

芦 屋 病 院 1：31-2156�
保健センター 1：31-1586�
芦 屋 保 健 所 1：32-0707�
環境サービス課 1：22-2155

PRESERVATION OF HEALTH & ENVIRONMENT

大型ゴミの収集日
　大型ゴミに出す物の大きさは、灯油缶を目安にしてくだ
さい。また、自転車などを出す場合は、必ず「不用品」と
張り紙をしてください。

●芦屋病院健康教室
日　時　４月15日（水）午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院外来棟５階待ち合いホール
第４回テーマ「白内障」　　　　司会　岩崎嘉秀
①原因と症状　　　　　　　　　井星真眼科医員
②手術を受けるタイミング　　　井星真眼科医員
③視力評価　　　　　　　　桝田暢子視能訓練士
④手術後の注意点　　　　　　岩崎嘉秀眼科医長
⑤点眼薬の使い方　　　　加藤真由美薬剤科主査
問い合わせ　芦屋病院総務課管理係

●糖尿病教室
日　時　４月10日（金）午後１時30分～３時
場　所　芦屋病院南病棟１階講義室
テーマ
①糖尿病とはどんな病気か　　金山良男診療局長
②食事療法の基本　　　　　　溝畑秀隆栄養係長
③糖尿病薬と使用上の注意　平野泰健薬剤科主査
◆今後の予定（原則として第２金曜日）
５月：糖尿病の治療（運動療法）、６月：糖尿病
の治療（食事療法）、７月：未定、９月：糖尿病

の治療（薬物療法）、10月：糖尿病の合併症、11
月：未定、12月：糖尿病の自己管理、平成11年１
月：新しい治療の動向、２月：これまでの話題に
ついての質疑・応答、３月：他科からのアドバイス
問い合わせ　芦屋病院業務課栄養係

●難病患者等居宅生活支援事業の開始
　在宅で療養されていて、日常生活を営むのに支
障があり、介護、家事サービス等の必要な難病患
者等のかたを対象に、ホームヘルプサービス事業
と便器や介護ベッド等日常生活用具の給付事業を
５月から開始します。利用者世帯の収入によって
利用者負担額があります。
　対象者は18歳から64歳までで、下記の条件をす
べて満たすかたです。
①特定疾患調査研究事業の対象疾患患者または、
慢性関節リウマチ患者
②症状が安定していて在宅で療養可能と医師が判
断したかた
③老人福祉法、身体障害者福祉法の対象外のかた
問い合わせ　保健センター

■日曜・祝日救急当番医

　　　　　町　名・地　域　　　　　 ４月　　５月
山芦屋・西山・西芦屋　　　　　　　　　20　　　18
朝日ケ丘　　　　　　　　　　　　　　　21　　　19
伊勢・竹園・浜芦屋・松浜　　　　　　　22　　　20
三条・月若・平田・奥池・奥池南　　　　23　　　21　
茶屋之・大桝・公光・業平・上宮川　　　24　　　22
宮塚・平田北　　　　　　　　　　　　　25　　　23
楠・春日　　　　　　　　　　　　　　　27　　　25
六麓荘・岩園　　　　　　　　　　　　　28　　　26
船戸・松ノ内・清水・前田　　　　　１　29　　　27
山手・奥山・三条南　　　　　　　　２　30　　　28
東芦屋・東山　　　　　　　　　　　３　　　１　29
打出小槌・若宮・打出　　　　　　　４　　　２　30
大東・呉川　　　　　　　　　　　　６　　　４
翠ケ丘　　　　　　　　　　　　　　７　　　５
南宮・西蔵　　　　　　　　　　　　８　　　６
大原・親王塚　　　　　　　　　　　９　　　７
津知・川西・精道・宮川　　　　　　10　　　８
浜　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　９
高浜１～４　　　　　　　　　　　　13　　　11
高浜５～10　　　　　　　　　　　　14　　　12
若葉１～３・緑　　　　　　　　　　15　　　13
若葉４～７　　　　　　　　　　　　16　　　14
浜風・新浜・陽光　　　　　　　　　17　　　15
潮見　　　　　　　　　　　　　    　18　　　16 　　　

死者の年齢層別�
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「下水」の水質検査結果　下水処理場132-1291

用語の説明　【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い　【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる　【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。�

試験日�
項　目� 2月19日（木）� 3月5日（木）�

晴　れ�
9.4

雨�
9.0

16.5�
7.5�

113   �
220   �
110000

流入水�
17.7�
6.8�
3   �
13   �
N.D   

処理水�
16.2�
6.9�
99   �
82   �

89000 

流入水�
18.4�
6.9�
5   �
8   �
16   

処理水�

活性汚泥�
法処理に�
よる基準�

5.8～8.6�
70以下�
20以下�
3000以下�

�前　日　晴　れ�
前々日　晴　れ�

前　日　晴　れ�
前々日　晴　れ�

天　　　　　　候�
気　　　温 （:）�
検　水　名�
水　　　温 （:）�
Ｐ　　　Ｈ�
Ｓ　　　Ｓ（M /R）�
Ｂ　Ｏ　Ｄ（M /R）�
大腸菌群数（コ/P）�

備　　　　　　考�

青春夢幻―芦屋の町で
詩人　安永稔和

　
芦
屋
、
芦
屋
と

考
え
て
い
る
と
、

ぼ
ん
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り
と
よ
み

が
え
っ
て
き
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あ
れ
は
四
十
数

年
も
前
の
こ
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だ
。

大
学
に
入
っ
て
し

ば
ら
く
し
て
、
学

部
を
問
わ
ず
文
学

好
き
が
集
ま
っ
て

開講記念講演会●申し込み…往復はがきに（複数の講座も１枚のはがき
で可）①講座名②住所（在職者は勤務先住所）③氏名④
電話番号⑤年齢⑥性別を記入し、返信用にも住所、氏名
を明記し、公民館まで郵送
●締め切り…４月10日（金）消印有効。応募者多数の場
合は抽選（市内在住・在勤者優先）。定員に満たない場
合は、引き続き先着順で受け付け
●受講料…各講座毎に500円（幼児教育学級のみ1,000円）
講座の初回に各講義室で。返金不可
●託児…無料。２歳児以上。はがきに託児希望と記入

ひと ひと

―― 女と男　バランスある社会へ　国際社会のなかの女性たち ――

問い合わせ　女性センター　138-2023、FAX38-2175（〒659-0092 大原町2-6　ラ・モール芦屋２階）

　黒河内久美氏（前国連軍縮大使、元フィンランド大使）を講師としてお迎えします｡
長年にわたる国際的活躍の経験談をもとに、女性のいきいきと活動する社会が平和につな
がるという視点にたって、21世紀を展望します。

問い合わせ　公民館　 135-0700（〒659-0068 業平町8-24 市民センター内）

日　時　４月18日（土）午後１時30分～３時30分
会　場　ルナ・ホール
内　容　講演「動物の子育てから学んだこと」
　　　　亀井一成氏（元神戸市立動物園職員）
　　　　ミニピアノコンサート／金澤佳代子氏
参加費　無料（当日直接会場へ）
＊２歳児以上託児あり（４月14日までに申し込み）
・手話通訳あり

環境影響調査書・環境影響評価書案の縦覧

会　場　市役所北館２階第１会議室
日　時　３月23日（月）～５月６日（水）
　　　　（土曜日、日曜日、祝日を除く）
　　　　午前９時～午後５時
＊意見の提出方法は縦覧場所に掲示しています。

問い合わせ　環境管理課　138-2051

　
春
は
一
年
の
節
目
と
し
て
、
学
校
や
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で
大
変
忙
し
い
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で
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ト
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ル
ト
を
つ
け
て
い
れ
ば
…

４月６日（月）
～15日（水）

講座名 講座内容／講師 日時・会場 託児

幼児教育学級
―「育児」と「育
自」を楽しんでい
ますか（定員30人）

小児科医から若い母親へ／京極正典氏（小児科医）
お母さんと一緒に遊ぼう／子育てセンター職員
子供と絵本／芦田悦子氏（子どもの図書館研究会会員）
幼児のしつけと育て方／佐藤眞子氏（神戸大学）ほか

４/27～７/６
10:00 ～11:30
月曜日中心全10回、
市民センター203室ほか

有

歴史講座
―西国街道の実像を
探る（定員60人）

西宮の宿場から兵庫の津へ／田辺眞人氏（園田学園短期大学）
古地図に見る街道の様子／三好唯義氏（神戸市立博物館）
旅日記に見る街道の風景／田中豊氏（奈良県立商科大学）
魚屋道とその周辺の歴史／道谷卓氏（深江生活文化史料館）ほか

４/27～７/16
14:00 ～15:30
月曜日中心全７回、
市民センター講義室ほか

無

自然に親しむ講座
―山を歩こう
（定員45人）

植物を観察しよう／小舘誓治氏（県立人と自然の博物館）
山野草ウオッチング／古市景一氏（芦屋自然の会）
神戸市立森林植物園へ／山本順一氏（神戸の植物化石を考える会）
芦屋川に住む魚たち／山田勝己氏（芦屋川に魚を増やそう会）ほか

４/23～７/16
８:30 ～12:30 中心
木曜日全７回、現地
中心

無

楽しく生きるため
の講座―ライフパ
ニックにならないた
めに（定員60人）

突然の病気、あなたはどうする／神代尚芳氏（荻原みさき病院)
痩（や）せと肥満の健康学／楠智一氏（武庫川女子大学）
ワンポイント法律アドバイス／坂和章平氏（弁護士）　
女性僧侶、奮闘記／上原照子氏（西法寺副住職）  ほか

５/7 ～７/２
10:00 ～11:30
木曜日全５回、市民
センター301室

有

世界はニュースだ
けではわからない
（定員100人）

時事経済解説
①企業不祥事をどうみるか／森岡孝二氏（関西大学）
以降のテーマ・講師は直前回にお知らせします。

４/25 ～9/19
14:00 ～15:30
土曜日全６回、市民
センター401室

無

環境問題講座
―未来が奪われる
（定員60人）

遺伝子組み換え食品は安全か／保田茂氏（神戸大学）
飲み水は大丈夫か／讃岐田訓氏（神戸大学）
ダイオキシン／中南元氏（元環境監視研究所長）
暮らしの中に潜む化学物質／植村振作氏（大阪大学）ほか

５/９ ～６/13
10:00 ～11:30
土曜日全５回、市民
センター講義室

有

春
の
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国
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通
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今
年
の
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
で
は
特
に
「
子
供
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
」
と
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
」
を
皆
さ
ん
に
訴
え
ま
す
。

　神鋼神戸発電所の環境影響調査書および環境影響評
価書案の縦覧が次のとおり行われています。

　女性ハーモニカ合奏団「ハンプティ・ダンプティ」の演奏
もあります。
日　時　　４月18日（土）午後１時30分～３時30分
会　場　　市民センター音楽室
定　員　　150人
一時保育　２歳～就学前　４月15日（水）までに要予約（無料）

　申し込みは、住
所・氏名・電話番
号、一時保育希望の
場合は子どもの名
前・性別・年齢を明
記し、はがきまたは
ＦＡＸで下記へ。

女性週間記念アフターヌーンサロン

春の公民館講座を開講します

の
た
め
、
交
通
事
故
の
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
九
年
三
月
と
前
年
同
月
の
死
者

の
数
を
比
較
し
て
み
ま
し
た
（
下
表
）
。

全
体
的
に
は
減
少
傾
向
に
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る
の
に
、

高
齢
者
だ
け
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
の
死
亡
事
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を
違
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別
に
み
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と
、
最
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多
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ー

ド
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で
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ス
ピ
ー
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事
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い
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す
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大
惨
事
と
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っ
て
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っ
た
自
動
車

の
交
通
事
故
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
シ
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着
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し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
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「
す
ぐ
近
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だ
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と
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面
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い
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理
由
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命
を
な
く

す
と
し
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…
こ
ん
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な
し
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せ
ん
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大
切
な
子
供
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も
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ご
自
分
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シ
ー
ト
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チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
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て
く
だ
さ
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文
芸
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出
し
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。
「
エ
ス
カ
ー
ル
」
、
つ

ま
り
寄
港
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い
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題
だ
っ
た
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「
エ
ス
カ
ー

ル
」
の
仲
間
の
な
か
で
詩
に
興
味
を
持
つ
連
中

数
人
が
詩
の
雑
誌
を
別
に
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「
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ま
り
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人
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卵
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た
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こ
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二
つ
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の
仲
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た
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た
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と
か
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柄
に
も
な
く
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リ
ス
マ
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ー
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こ
と
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な
っ
た
。

　
多
分
芦
屋
在
住
の
Ｋ
の
手
配
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
、
芦
屋
川
沿
い
の
、
国
道
だ
っ
た
か
国
鉄

（
Ｊ
Ｒ
）
だ
っ
た
か
の
橋
の
た
も
と
、
南
西
の

角
に
洋
風
の
建
物
が
あ
っ
た
。
た
し
か
仏
教
会

館
と
い
っ
た
、
こ
れ
は
す
こ
し
う
ろ
覚
え
だ

が
。
そ
こ
で
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
く
こ
と
に
な
っ

た
。
当
日
、
十
数
人
だ
っ
た
か
が
集
ま
っ
て
、

酒
の
飲
め
な
い
者
も
酒
を
飲
み
、
踊
れ
な
い
者

も
踊
っ
た
。

　
女
子
学
生
た
ち
を
駅
へ
送
っ
て
行
っ
て
最
終

電
車
に
乗
せ
、
男
た
ち
は
深
夜
の
町
を
夜
が
白

む
ま
で
、
声
高
に
語
り
な
が
ら
歩
き
ま
わ
っ
た
。

真
冬
の
夜
の
青
春
の
夢
幻
。
芦
屋
の
町
は
わ
た

し
た
ち
を
受
け
入
れ
る
で
も
な
く
、
と
い
っ
て

拒
絶
す
る
で
も
な
く
、
ご
勝
手
に
と
で
も
い
う

ふ
う
に
し
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
て
い
た
。

　
思
い
出
し
た
こ
と
、
も
う
一
つ
。
友
人
の
Ｍ

が
電
車
で
女
性
を
見
初
め
た
。
見
初
め
た
と
は

い
か
に
も
古
め
か
し
い
が
。
女
性
は
芦
屋
川
で

降
り
た
。
友
人
も
降
り
た
。
夜
道
を
行
く
女
性

を
つ
け
て
行
っ
て
、
山
手
の
大
邸
宅
の
門
を
く

ぐ
る
の
を
確
か
め
た
。
今
で
い
え
ば
ス
ト
ー

カ
ー
ま
が
い
だ
が
。
そ
の
あ
と
こ
の
恋
が
ど
う

な
っ
た
か
は
、
記
憶
の
闇
に
沈
ま
せ
て
お
く
と

し
て
。

　
あ
の
こ
ろ
の
わ
た
し
に
は
芦
屋
は
遠
く
か
ら

眺
め
る
だ
け
の
い
さ
さ
か
よ
そ
よ
そ
し
い
宝
玉

の
町
だ
っ
た
。
そ
ん
な
印
象
が
変
わ
っ
た
の
は
、

芦
屋
に
住
む
人
た
ち
を
何
人
か
知
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
富
田
砕
花
さ
ん
。

来
月
は
砕
花
さ
ん
の
こ
と
を
書
く
。

安
水
稔
和
（
や
す
み
ず
・
と
し
か
ず
）
氏

一
九
三
一
年
神
戸
市
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
卒
。

詩
人
、
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
教
授
。
最

近
の
著
書
に
詩
集
『
秋
山
抄
』
詩
劇
集
『
島
』

詩
文
集
『
焼
野
の
草
び
ら
―
神
戸
今
も
』
な
ど

が
あ
る
。
兵
庫
県
文
化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な

ど
を
受
賞
。

兵
庫
県
現

代
語
協
会

会
長
。
富

田
砕
花
賞

選
考
委
員
。

黒河地  久美 氏
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■日・月・木…ABC、火・金…CAB、水・土…BCAの順に、２時間30分サイクルで放映しています。
番組内容などは変更になる場合もあります。　（＊）印の番組はビデオの貸し出しが可能です。

広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課†38-2006／CATV加入に関する問い合わせ　CCA 7 0120-181-344

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
���������������������������

��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������
��������������

��������������� ���
� ��

��
��
��

�
�

��
�

�����
��
��
��
��

平成10年度一般会計歳入歳出予算構成図�

繰入金�
24億6,438万円�
5.1％�

財産収入�
12億8,761万円�

2.7％�

寄付金�
3億9,230万円�

0.8％�

使用料・手数料�
・その他�

13億8,503万円�
2.9％�

県支出金�
27億3,716万円　5.6％�

地方交付税�
15億円　3.1％�

地方消費税交付金�
4億5,000万円　0.9％�

利子割交付金�
3億円　0.6％�

地方譲与税・その他�
3億8,400万円�
0.8％�

自主財源�
　319億3,830万円�
　（65.8％）�

依存財源�
　165億9,170万円�
　（34.2％）�

市　税�
237億6,566万円�
49.0％�

国庫支出金�
51億8,594万円�

10.7％�

市　債�
60億3,460万円�

12.4％�

諸収入�
26億4,332万円   5.4％�

自
主
財
源�

依
存
財
源�

65.8％�

34.2％�

歳　入�
485億3,000万円�
（100％）�

���
���
���
���
���
���
�����
�
��
�

����
��
�
�
��
����
����

��
��

��
�

������
��
�
�
�消防費�

12億9,166万円�
2.7％�

諸支出金・その他�
18億7,905万円　3.9％�

歳　出�
485億3,000万円�
（100％）�

土木費�
173億9,962万円�
35.9％�

公債費�
55億8,505万円�
11.5％�

教育費�
47億7,177万円�
9.8％�

衛生費�
41億3,606万円�
8.5％�

総務費�
39億3,471万円�
8.1％�

民生費�
95億3,208万円�
19.6％�

放送時間

日・月・木
7：00

22：00

火・水・金・土
7：30

22：30

　　　　　　Ａ　
00分　あしやＮＯＷ　（＊）
15分　フレッシュリポート（＊）
　　　「いきがいづくり（芦屋川カ

レッジ紹介）」
30分　健康ホップ・ステップ（＊）
　　　（再）「ウォーキング」
40分　暮らしの情報／みどりの課
50分　ナレーション付き文字放送
　　　（お知らせ）

４／１（10:00～）～４／15（～10:00） 　　　　　
Ｃ

00分　ニッポンみたまま
　　　　　    (30分番組)

　　　　　　　
Ｂ

00分　市民リポーター企画（＊）
　　　「芦屋文学散歩　谷崎潤一郎」
20分　広報カメラ撮りっきり（＊）
　　　「１万歩チャレンジウォークラリー・

ＡＣＡトワイライトコンサート」　
30分　あらかると（再）「芦屋の観

光みやげ品を訪ねて（１）」
50分　文字放送　　　
　　　（ゴミ、救急当番医）

第51回　芦屋市展　作品募集 白バラ
　だより

（１）市街地の復興

土地区画整理事業（中央、西部） 5,658,590
若宮地区震災復興住環境整備事業 2,326,382
ＪＲ芦屋駅南地区市街地再開発事業 34,620
大原地区市街地再開発事業 1,097,145
都市計画道路街路事業（山手幹線、川西線） 3,339,296
道路の維持補修 271,600
交通安全施設等整備事業 51,111
公園整備・緑化事業 217,700
下水道事業 1,554,147
六麓荘地区都市基盤整備事業 160,700
仮設住宅関係 1,770,338
特定優良賃貸住宅の管理 169,196
優良建築物等整備事業 76,739
住宅市街地総合整備事業 131,470
（２）福祉の復興

デイサービス事業 155,474
ホームヘルプ事業 181,206
介護保険制度導入準備経費 108,000
ＪＲ芦屋駅エレベーター設置事業 64,166
生活復興相談員設置事業 15,220
難病患者等居宅生活支援事業 879
精神障害者福祉金支給制度 3,320
南芦屋浜地区災害復興公営住宅生活援助員派遣事業 41,794
市立芦屋病院の改修・整備 249,000
（３）防災対策

耐震整備事業 28,800
耐震性飲料・消火兼用貯水槽 80,000
防災拠点等整備 27,000
奥池分遣所の設置 127,000
学校園施設防災整備事業 19,000
（４）教育・文化の復興

山手小学校校舎整備事業 50,000
岩園小学校校舎整備事業 54,000
学校園施設整備事業 39,050
全国生涯学習フェスティバル事業 11,660
屋内温水プールの設置 24,115
（５）その他の復興事業

パイプライン棟建設事業 13,520
南芦屋浜地区パイプライン施設整備事業 491,640
情報ネットワークシステム関係経費 139,123
あしや温泉の運営 33,869

■歳　入（一般会計）
　歳入の主なものは、市税237億6,566万円、国・

県支出金79億2,310万円、市債60億3,460万円と

なっており、これらで歳入全体の77.7％を占めて

います。

　このうち市税では、個人市民税における雑損控

除適用額の減少や、新築家屋の影響による固定資

産税の増加等により、前年度に比べ5.4％の増加

となっています。

　また、県支出金は、仮設住宅の撤去・敷地復旧

経費の影響により、前年度に比べ70.9％の増加と

なっています。

特別展

　世界を舞台に活躍した画家・菅井汲（1919-1996）
の残した版画作品による回顧展を開催します。
会　期　４月11日（土）～５月17日（日）
　　　　月曜日休館（５月４日開館、６日休館）
　　　　午前10時～午後５時
　　　　（入館は４時30分まで）
観覧料　特別展：一般800円、大学・高校生600円
　　　　常設展：一般300円、大学・高校生200円

会　期　前期：６月27日(土)～７月５日(日)洋画およびその他
ちょうそ

後期：７月７日(火)～７月12日(日)日本画・写真・彫塑・工芸
会　場　美術博物館
搬　入　６月21日（日）午前10時～午後４時に美術博物館へ
規　格　平面作品：260㎝×194㎝（200号Ｆ）以内

立体作品：260㎝×260㎝以内
写真作品：六ツ切りより全倍（画面保護のアクリル可、ガラス
　　　　　不可）まで。
その他部門：屋内は立体作品に準じ屋外は自由
（各部門未発表のもので１部門２点以内）

出品料　１部門につき、1200円
問い合わせ　美術博物館　138-5432

同時開催（ホール展示）
南芦屋浜コミュニティー
＆アートプロジェクト
ドキュメント展　Part１

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　南芦屋浜コミュニティ
ー＆アート計画の課程を
記録した展覧会。
(ホール展示は常設展に含まれます)

常設展示　
芦屋の歴史と文化財

展示替えのため、４月６日（月）～10日（金）まで休館します

１　事務事業の見直し　　６７億４，３２９万円

　・ごみ収集業務等の民間委託

　・市債の発行による財源確保

　・旅費、郵便料等の経常経費の節減

２　財政の効率的運営　　　５億２，２６５万円

　・国民健康保険の給付率の見直し

　・下水道使用料、水泳プールの使用料等の改定

　・補助金の削減

３　組織・要員等の見直し　４億７，４０４万円

　・職員数の減

　・特別職報酬の減

　・時間外勤務手当等諸手当の削減

合　計　　　　　　　　　７７億３，９９８万円

問い合わせ　企画財政部総務課　138-2005　財政課　138-2011
【平成10年1月1日現在の推計人口（75,306人）に基づいて算出】

一般会計予算総額は４８５億３千万円、うち震災関係経費が36％

震 災 関 係 事 業 に 最 重 点
平 成 10 年 度 施 政 方 針・予 算 の 概 要

平成10年度の主な事業　　　　　　　　　（単位：千円）◇ 平成10年度当初予算 ◇
（　）内は対前年度比

【
市
街
地
の
復
興
】

・
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、

中
央
地
区
は
、
仮
換
地
の
指
定
、
建
物
移

転
、
川
東
線
等
の
公
共
施
設
整
備
工
事
を

進
め
ま
す
。

　
西
部
地
区
は
、
土
地
区
画
整
理
審
議
会

の
設
置
、
仮
換
地
の
指
定
、
建
物
移
転
等

を
進
め
ま
す
。

・
若
宮
地
区
は
、
従
前
居
住
者
用
住
宅
第

一
期
分
三
十
二
戸
の
工
事
完
成
と
二
期
工

事
の
着
手
、
用
地
の
取
得
に
努
め
ま
す
。

・
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
南
地
区
は
、
地
区
内
の
皆

さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
早
期
事
業
化
に
向

け
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

・
災
害
復
興
公
営
住
宅
の
建
設
は
、
南
芦

屋
浜
団
地
四
百
戸
の
完
成
に
よ
り
、
四
月

に
は
、
大
部
分
の
か
た
が
た
に
恒
久
住
宅

に
移
転
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
応
急
仮
設
住
宅
に
残
ら
れ
る
か

あ
っ
せ
ん

た
に
は
、
公
営
住
宅
の
空
き
家
を
斡
旋
す

る
な
ど
、
六
月
末
を
め
ど
に
応
急
仮
設
住

宅
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
山
手
幹
線
の
整
備
は
、
宮
川
か
ら
神
戸

市
境
ま
で
の
区
間
で
は
、
引
き
続
き
地
元

の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
用
地
買
収
、

物
件
移
転
を
進
め
ま
す
。

　
宮
川
か
ら
西
宮
市
境
ま
で
の
区
間
は
、

早
期
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

・
下
水
道
事
業
は
、
南
芦
屋
浜
下
水
処
理

場
の
建
設
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
六
麓

荘
地
区
都
市
基
盤
整
備
事
業
の
継
続
と
浸

水
地
域
の
対
策
工
事
を
行
い
ま
す
。

【
福
祉
の
復
興
】

・
南
芦
屋
浜
地
区
の
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン

グ
に
入
居
さ
れ
る
か
た
の
た
め
に
生
活
援

助
員
を
派
遣
し
、
二
十
四
時
間
対
応
で
安

否
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
を
活
用
し
た
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

・
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
の
介
護
保
険
制

度
の
実
施
に
向
け
て
、
「
要
介
護
認
定
モ

デ
ル
事
業
」
「
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策

定
」
等
の
事
前
準
備
お
よ
び
体
制
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

・
新
た
に
、
精
神
障
害
者
に
対
す
る
福
祉

金
の
支
給
を
始
め
ま
す
。

・
知
的
障
害
者
の
就
労
対
策
と
し
て
、
事

業
主
に
対
す
る
知
的
障
害
者
雇
用
開
発
助

成
金
制
度
を
創
設
し
、
知
的
障
害
者
の
雇

用
促
進
を
図
り
ま
す
。

・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た

め
、
Ｊ
Ｒ
が
計
画
し
て
い
ま
す
芦
屋
駅
構

内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
対
す
る
助
成

を
行
い
ま
す
。

・
商
業
の
復
興
は
、
商
工
会
・
商
店
連
合

会
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
市
内
消
費
向
上

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
Ｒ
ｅ
―
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｙ
Ａ
」

を
引
き
続
き
積
極
的
に
展
開
し
、
商
業
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

・
人
権
推
進
行
政
は
、
国
に
よ
る
「
人
権

教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
」
の
国
内
行
動

計
画
を
参
考
に
、
県
や
近
隣
市
の
動
向
を

見
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

・
同
和
施
策
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
同
和

対
策
審
議
会
答
申
に
基
づ
き
、
原
則
と
し

て
一
般
対
策
へ
移
行
す
る
こ
と
と
し
、
移

行
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は

工
夫
を
こ
ら
し
ま
す
。

【
行
財
政
運
営
】

・
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
度

か
ら
「
行
政
改
革
緊
急
三
カ
年
実
施
計
画
」

に
基
づ
き
事
務
事
業
の
見
直
し
、
財
政
の

効
率
的
運
営
、
組
織
・
要
員
等
の
見
直
し

な
ど
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

平
成
十
七
年
度
ま
で
の
計
画
で
は
、
な
お

百
二
十
八
億
円
の
財
源
が
不
足
す
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
、
県
に
財
政
支
援
を
要

望
す
る
と
と
も
に
、
再
度
、
「
行
政
改
革

大
綱
」
の
見
直
し
を
行
い
、
新
た
に
平
成

十
二
年
度
ま
で
の
実
施
計
画
を
策
定
し
、

財
政
運
営
の
適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
近
隣

各
市
と
の
均
衡
な
ど
を
考
慮
し
て
、
国
民

健
康
保
険
給
付
率
や
市
立
芦
屋
高
等
学
校

の
授
業
料
お
よ
び
市
立
幼
稚
園
の
保
育
料

な
ら
び
に
水
泳
プ
ー
ル
の
使
用
料
等
に
つ

い
て
は
、
こ
の
た
び
改
定
し
ま
す
の
で
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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◆ 基 本 方 針 ◆

・
健
康
づ
く
り
の
推
進
は
、
生
活
習
慣
病

の
ひ
と
つ
で
あ
る
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

と
早
期
発
見
の
た
め
、
骨
密
度
測
定
を
実

施
し
ま
す
。

・
芦
屋
病
院
で
は
、
救
急
患
者
の
受
け
入

れ
体
制
を
充
実
す
る
た
め
、
救
急
告
示
指

定
病
院
と
し
て
新
た
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。

【
防
災
対
策
】

・
小
学
校
に
耐
震
性
飲
料
・
消
火
兼
用
貯

水
槽
と
備
蓄
倉
庫
を
、
公
園
等
に
は
防
災

用
資
機
材
庫
を
年
次
的
に
整
備
し
ま
す
。

・
消
防
施
設
等
の
整
備
は
、
奥
池
地
区
に

分
遣
所
を
建
設
し
ま
す
。

【
教
育
・
文
化
の
復
興
】

・
園
児
・
児
童
数
が
著
し
く
減
少
し
て
い

る
山
手
小
学
校
と
三
条
小
学
校
、
山
手
幼

稚
園
と
西
山
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
を
は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得

な
が
ら
統
合
を
進
め
ま
す
。

・
施
設
整
備
は
、
山
手
小
学
校
、
岩
園
小

学
校
の
校
舎
建
て
替
え
の
設
計
や
災
害
時

に
避
難
所
と
な
る
学
校
園
の
防
災
設
備
工

事
等
に
も
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

・
生
涯
学
習
の
推
進
は
、
県
で
開
催
さ
れ

る
「
第
十
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
に
、
本
市
と
し
て
、
日
本
の
伝
統

文
化
で
あ
る
俳
句
を
取
り
上
げ
た
「
芦
屋

国
際
俳
句
フ
ェ
ス
タ
　
」
を
開
催
し
、
国

際
的
な
文
化
創
造
を
目
指
し
ま
す
。

・
社
会
教
育
関
係
施
設
の
充
実
は
、
海
浜

公
園
プ
ー
ル
を
改
修
し
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
が

建
設
し
ま
す
温
水
プ
ー
ル
と
あ
わ
せ
、
本

年
夏
季
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
工
事
を

進
め
ま
す
。

'98

・
国
際
交
流
事
業
は
、
外
国
人
市
民
に

「
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や
生
活
情
報
を

提
供
す
る
「
ニ
ュ
ー
ズ
・
レ
タ
ー
」
の
発

行
や
生
活
相
談
窓
口
を
設
け
る
な
ど
、
安

心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

・
女
性
施
策
は
、
現
在
、
策
定
を
進
め
て

お
り
ま
す
女
性
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
男

性
と
女
性
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、
共
に

責
任
を
分
か
ち
あ
う
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
の
実
現
に
向
け
、
広
報
、
啓
発
事
業

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
復
興
事
業
】

・
環
境
施
策
は
、
昨
年
十
月
に
施
行
し
ま

し
た
「
芦
屋
市
空
き
缶
等
の
散
乱
防
止
に

関
す
る
条
例
」
の
目
的
を
推
進
す
る
た
め
、

美
化
推
進
員
お
よ
び
各
種
団
体
等
と
の
連

携
を
強
化
し
て
、
ま
ち
の
美
化
清
掃
と
啓

発
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
対
策
は
、
引

き
続
き
資
源
ご
み
集
団
回
収
事
業
の
拡
大

や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
に
よ
り
、
ご
み

の
減
量
化
・
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
分
別
収
集
は
、
平
成

十
二
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
検
討
を

進
め
ま
す
。

・
自
動
車
公
害
対
策
は
、
国
道
四
十
三
号
、

阪
神
高
速
道
路
沿
道
の
環
境
対
策
の
実
施

を
、
国
等
関
係
機
関
へ
要
望
し
ま
す
。

・
行
政
の
情
報
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
新
た
な
情
報

提
供
に
努
め
ま
す
。
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
介
護

保
険
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
に
も
取
り
組
み
、

事
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■歳　出（一般会計）
　歳出のうち震災関係経費は174億7.621万円で、

全体の36.0％を占めています。

　その主な内容は、土地区画整理事業・街路事

業・若宮地区震災復興住環境整備事業等の復興関

係経費が129億4,120万円、仮設住宅の撤去・敷地

復旧経費等の災害救助費が18億2,302万円、防災

対策経費２億9,007万円などです。

　歳出全体を目的別にみれば、土木費が最も多く

総額の35.9％を占め、次いで民生費が19.6％、公

債費が11.5％となっており、いずれも震災関係経

費がその主な内容です。

　性質別では、人件費・物件費等の消費的経費が

45.4％、投資的経費が31.9％、公債費等その他の

経費が22.7％となっています。

　前年度との対比では、人件費が職員数・退職手

当の減少等により4.7％減少し、物件費は情報シ

ステム開発経費の増加等で4.3％の増加、投資的

経費は、ほぼ同額で0.9％の増加となっています。

　
こ
ん
に
ち
は
、
は
じ
め
ま
し
て
。
私

「
白
バ
ラ
」
で
す
。
え
？
白
バ
ラ
っ
て
何

の
こ
と
だ
っ
て
？

　
実
は
私
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ん
で
す
。
芦
屋
市
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
に
は
四
十
四
人
の

委
員
が
い
る
ん
で
す
よ
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
婦
人
会
等
の
団
体
の

代
表
や
市
民
代
表
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
る
く
正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
投
票

率
を
少
し
で
も
あ
げ
る
た
め
の
工
夫
な
ど
を
話
し
合
っ
た

り
、
投
票
日
前
に
は
街
頭
啓
発
に
立
っ
た
り
、
選
挙
ポ
ス

タ
ー
の
募
集
、
展
示
、
市
民
政
治
講
座
、
講
演
会
、
二
十

歳
の
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
発
行
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
「
白
バ
ラ
だ
よ
り
」
も
、
私
た
ち
の
こ
と
を
少
し

で
も
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
広

報
あ
し
や
」
の
紙
面
に
登
場
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
選
挙
に
対
し
て
の
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ど
う
ぞ
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
震
災
の
教
訓
と
経
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

明
日
に
向
か
っ
て
明
る
い
希
望
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
、
誇
り
あ
る
芦
屋

の
真
の
復
興
が
達
成
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
平
成
十
年
度
も
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
一
日
も
早
く
被
災
者
の
生
活
を
再
建
し
、
自
立
支
援
を
図
り
、
明
日

に
希
望
が
も
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
減
少
し
た
人
口
を
回
復
し
、
ま
ち
の
活
性
化
を
図
り
、
長
期
的
展
望
に
立

っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
「
第
三
次
総
合
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す

◆ 市民１人当たりで見る新年度予算額  ◆

市税負担額 315,588円

 サービスの提供 ↑　　↓ 納　税

歳出額（一般会計）644,437円

震災関係経費　　　　　232,069円（36.0％）　　　

震災関係以外の経費　　　　　412,368円（64.0％）

平成10年度行政改革の実施内容

基金残高および市債残高の状況（一般会計）

８年度末 ９年度末見込 10年度末見込
基　金
市　債

186億1,948万円
898億7,500万円

162億3,451万円
996億1,348万円

138億6,613万円
1,033億4,649万円

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
1
#8 

２
１
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
#8 

２
１
７
４

菅井　汲　版画の仕事　1955ｰ1995

市内在住の65歳以上のかた、身体障害・療育手帳をお持ちのか
たは半額。団体（20人以上）は２割引。中学生以下は無料

　平成10年度予算は、市民の皆さんの一日も早い生活再建と市街地の復興を図るため、前年度

と同様に震災関係事業の促進を最優先とし、その実現のため財政の健全化を目指し、「行政

改革緊急３カ年実施計画」を基本として編成した内容となっています。

〜

〜

　平成10年度も前年度に引き続き、復興財源の確保を図る
ため、行政改革に取り組んでまいります。
　改善額は、目標額を約７億円上回る77億3,998万円を見込
んでいます。（主な内容は、次のとおりです。）

一般会計 ４８５億３，０００万円 (1.6％増)

特別会計 １７８億１，２８０万円 (9.0％増)

国民健康保険事業 48億4,100万円 (7.1％増)

下水道事業 40億4,500万円 (18.5％増)

公共用地取得費 4億2,600万円 (   同額   )

交通災害共済事業 1,180万円 (   同額   )

都市再開発事業 7億9,800万円 (50.0％増)

老人保健医療事業 75億   500万円 (3.2％増)

駐車場事業 1億8,600万円 (12.7％増)

企業会計 ９０億３，７０４万円 (6.7％増)

病院事業 56億   835万円 (2.1％増)

上水道事業 34億2,869万円 (15.3％増)

合　計 ７５３億７，９８４万円 ( 3.9％増)

４月１日から放映時間が変わります。


